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ダンヌンツィオは詩集『空と海と陸と英雄の讃歌（Laudi del cielo del mare della terra e degli 
eroi）』（以降，『ラウディ』と呼ぶ）を，1898 年頃から本格的に構想し始めた。それに含まれる
こととなる個々の詩が最初に発表されたのは，1899 年 11 月 16 日の《ヌオーヴァ・アントロジー
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ア（Nuova Antologia）》誌上である。その冒頭には，「被造物の讃歌が始まる（Incipiunt Laudes 
creaturarum）」と，ラテン語で記されている。これはアッシージの聖フランチェスコ（1181/82-



















ダンヌンツィオの宗教的著作に関する最初の興味深い言及は，1892 年 12 月 28-29 日の《マッ
ティーノ（Il Mattino）》紙に掲載された評論〈1892 年の文芸‐散文（L'arte letteraria nel 1892 
- La prosa）〉に見られる。当時の小説で心理分析が重視されている状況を踏まえて彼は，「完璧
な心理分析者の文体を養うために役立つ，次の “第一リスト ”の作品を読んで，丁寧に分析する
こと」（SG II: 115）を，若い小説家たちに勧める。11 の項目に分かれた「第一リスト」には，6
人の13-14世紀の宗教者と19の作品が挙げられている。その内容は長編小説『死の勝利（Trionfo 
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その幾らかの要素は次の長編小説『岩窟の乙女たち（Le vergini delle rocce）』に流れ込んだと
思われる。この作品は 1895 年 1 月創刊の雑誌《コンヴィート（Il Convito）》に 6カ月にわたっ
て連載され，その最初の方でイエス・キリストが登場する。例えば，「その泰然とした師匠［ソ
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不変の ‘ 会則 ’ によって管理されている」（Rom. II: 130）とクラウディオは考える。そして，以
前に彼がそこで見た灰の水曜日の儀式について，「全てが静寂のうちに行われ，全てが灰のよう
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9 月の 12 日から 15 日まで，ダンヌンツィオはドゥーゼと共にそこに滞在した。その時の様子は


















世界のどこの土地でも，“ 聖フランチェスコの野原 ” ほど，“‘ 自然 ’ が私たちに近い ” こ
とはないと，イーザは先ほど言っていた。優しく愛情に満ちた親近感のようなものが，緑
の土地に広がっている。地平線が “私たちを見つめる ”。青い瞳には意識があって，善良さ
がこもっている。そして地平線だけが “見つめ ”，“ 眺める ” のではない。自然の全ての事
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ネ・イタリアーナ（L'Illustrazione Italiana）》10 月 23 日号の広告欄に，『空と海と陸と英雄の
讃歌』の題が掲載される 10）。とはいえ，読者がその作品（ごく一部ではあるが）に接するのは，
まだ 1年以上先のこととなる。
1899 年 11 月 16 日，《ヌオーヴァ・アントロジーア》誌に『ラウディ』の初物 5つが掲載され
た。この時はまだ「巻」に分かれておらず，題名もなかった。後に付けられる題名は，I『告知
（L'Annunzio）』，II『選ばれし国への祝歌（Canto augurale per la nazione eletta）』，III『フェッ
ラーラ，ピーサ，ラヴェンナ（Ferrara, Pisa, Ravenna）』，IV『アルノ川の河口（Bocca d'Arno）』，
V『フィエーゾレの夕暮れ（La sera fiesolana）』である。そして，Iは第 1巻『マイア（Maia）』
に，II と III は第 2 巻『エーレクトラー（Elettra）』に，IV と Vは第 3 巻『アルキュオネー
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（Alcione）』に収められる。雑誌では角括弧に入ったローマ数字が，I に [I]，II に [LII]，III に





ワードに注目する。『カンティコ』では，第 2行に「讃歌はあなた［神］のものだ（tue so le 
laude）」とあり，その後，「讃えられよ，私の主よ（Laudato si, mi signore）」というフレーズ
が 8回使われ，最後から 2行目の第 32 行に「私の主を讃えそして祝え（Laudate e benedicete 
mi signore）」という信者たちへの呼びかけがある。
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それを聞いた私は，震えている生き物と共に／黙っていた。神が私に言った。「おお，歌を
歌うお前よ，／私は ‘ 永遠の泉 ’ だ。／私の永遠の讃歌（laudi eterne）を歌え。」私は死に，
／そして再生する気がした。‘ 死 ’ よ，‘ 生 ’ よ，‘ 永遠 ’ よ！ 私は言った，／「私は歌うだろ










II『選ばれし国への祝歌（Canto augurale per la nazione eletta）』の執筆時期は不明である。
農業と海軍によるイタリアの発展を言祝ぐ讃歌であり，冒頭と末尾に，「イタリアよ，イタリア








III『フェッラーラ，ピーサ，ラヴェンナ』は 1899 年 6 月 19 日に書かれ，雑誌では個別に
「フェッラーラの沈黙（Il silenzio di Ferrara）」，「ピーサの沈黙（Il silenzio di Pisa）」，「ラヴェ
ンナの沈黙（Il silenzio di Ravenna）」と題される。『エーレクトラー』では『沈黙の町（Le città 
del silenzio）』というセクション（イタリアの 25 の町の讃歌）の冒頭に置かれる。内容的には
聖フランチェスコと無関係だが，「私は讃えよう（loderò）」というフレーズが多用される（フェッ
ラーラ 5回，ピーサ 1回，ラヴェンナ 2回）13）。
IV『アルノ川の河口』は 1899 年 7 月 6 日に書かれた。4日前の 7月 2日，ダンヌンツィオは
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の。／崇めよ（adora），そして待て！／［…］／太陽の ‘ 時間 ’ が／神々しく戯れる。／そ








V『フィエーゾレの夕暮れ』は，手稿によると 1899 年 6 月 17 日に完成した。『アルキュオ
ネー』の中で最も早く書かれ，そして最も聖フランチェスコの影響が明らかである。まず，『カ
ンティコ』で風や水が兄弟姉妹と呼ばれるのと同じように，『夕暮れ』でも，「神聖さによって
丘を青白く微笑ませる，兄弟であるオリーヴの木々（fratelli olivi）」（Versi II: 430）と，自然が
擬人化される。そして，『カンティコ』の「讃えられよ，私の主よ，［…］によって（Laudato si, 
mi signore, per [...]）」という形式に則って，夕暮れが讃えられる。
讃えられよ（Laudata sii），お前の真珠のような顔によって／おお，‘ 夕暮れ ’ よ（o Sera），
そして空の水が静かに集まる／お前の潤んだ大きな目によって！／［…］／讃えられよ
（Laudata sii），お前のかぐわしい衣によって／おお，‘ 夕暮れ ’ よ（o Sera），そして香る干
し草を結ぶ柳のように／お前を結ぶ帯によって！／［…］／讃えられよ（Laudata sii），お
前の清らかな死によって／おお，‘ 夕暮れ ’ よ（o Sera），そしてお前の中で最初の星たちを
／瞬かせる期待によって！（Versi II: 429-30）
聖フランチェスコが自然を通じて，「至高で，全能の，善なる主（Altissimu, onnipotente, bon 
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ださい。‘ 主 ’ なる十字架のイエスの前で，それは長いあいだ閉じられることになるでしょ
うから。」（Rom. II: 126）















ルートが始まる一方，アッシージの丘の上の淡い白さが月の誕生（la natività della luna）
を告げる。（T: 181-2）
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あるいは母音韻を用いた散文（prosa rimata o assonanzata）」と定義する。『カンティコ』の各




I『告知』は 3つの詩節（12 行＋9行＋10 行＝31 行）から成るパートが 5つ，計 155 行の詩
である。長詩行と短詩行が組み合わされており，短詩行は各パートの第 1詩節の第 3，6，9，12
行，第 2詩節の第 3，6，9行，第 3詩節の第 3，6，10 行である。各詩節の短詩行は韻で結ばれ
る。また，短詩行に区切られた 2行（あるいは 3行）の長詩行も韻で結ばれる。完全韻が 117
回，母音韻が 38 回，不規則に現れる（ただし母音韻のうち 2つは不完全母音韻）。以前のダン
ヌンツィオの詩で母音韻がこれほど多用されたことはなく，既に冒頭の第 1，2行に -ande: -ante
という母音韻があるこの詩は，『ラウディ』の新しい文体の「告知」でもある。
II『選ばれし国への祝歌』は，冒頭の 3行と末尾の 2行，そして 11 の 6 行詩節から成り，計
71 行である。各詩節の最終行は「イタリア，イタリア！」という叫びで，押韻しない。残りの
5行は「長短長長短」の順で詩行が並ぶ。3つの長詩行の間，そして 2つの短詩行の間で押韻し，
完全韻が 43 回，母音韻が 12 回である。『告知』と同じように，完全韻と母音韻の併用を前提と
した作品である。
III『フェッラーラ，ピーサ，ラヴェンナ』は，各都市が 3つの 9行詩節，計 27 行から成り，
3都市を合計すると 81 行になる。各都市のほとんどの行が，詩節を越えて完全韻で結ばれる。
母音韻（フェッラーラ 0回，ピーサ 1回，ラヴェンナ 3回）は全体の約 5％と少なく，避けるこ
ともできたはずだが，やはり使用されている。
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IV『アルノ川の河口』は，2つの詩節（11 行＋5行＝16 行）から成るパートが 5つ，計 80 行




V『フィエーゾレの夕暮れ』は，2つの詩節（14 行＋3行＝17 行）から成るパートが 3つ，計













の雑誌《マルゾッコ（Il Marzocco）》の共同代表者）に，1903 年 7 月 19 日の手紙で次のように
述べる。





















る。西暦 1899 年。（Incipiunt Laudes creaturarum quas fecit Gabriel Nuncius ad laudem et 
honorem divinae Heleonorae cum esset beatus ad Septimianum. A.D. M.D.CCC.XC.IX.）」
（Palmerio 1995: 87）というラテン語で書かれた，エレオノーラ・ドゥーゼへの献辞がある。こ
れは『カンティコ』の冒頭の言葉，「至福のフランチェスコがサン・ダミアーノで病にあった時，
神を讃え敬って作った被造物の讃歌が始まる。（Incipiunt laudes creaturarum quas fecit beatus 





⑥『夏の夜（La notte d'estate）』，⑦『ディーテュランボス III（Ditirambo III）』，⑧『アッフリ
コ川沿い（Lungo l'Affrico）』である（ドゥーゼ写本の各詩は無題だが，便宜上，刊行時の題名
を使い，番号を付した）。①，②，④は『ラウディ』初物に含まれる。③は 1899 年 7 月 5 日に
書かれ，その前日に書かれた④と内容的に共通点が多い。執筆時期不明の⑤と⑥は『マイア』の
断片で，第 II 章 211-31 行と第 III 章 22-42 行に相当する。なお，⑤と⑥以外の詩は全て『アル




Gibellini（1995: 26-7）は，「一気に作成された（1900 年 7 月以降）」と考える。その約 2年後，
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翌 1901 年の 11 月 24 日，ナーポリの雑誌《マッタッチーニ（I Mattaccini）》に掲載された
『世界の魅惑（La sirena del mondo）』でも，自然の讃歌は続く。この詩は『マイア』の大半を
占める『生命の讃歌（Laus vitae）』（8400 行）の冒頭部分である。



















1902 年 7-8 月，ダンヌンツィオはセッティニャーノから東へ直線距離で約 30 キロの高原にあ
るロメーナに滞在して，『アルキュオネー』前半の主だった 30 ほどの詩を書いた。ドゥーゼも
同行しており，7月 10 日にはロメーナから手紙を，先述の司書テンネローニに送り，「あなたの




するように／ ‘ ギリシア人 ’（Ellèni）は命じる，／／なぜなら，清らかさこそ／そのパラス
［アテーナー］の木の枢要だから［…］（Versi II: 431）
これは 7月 20 日執筆の『オリーヴの木（L'ulivo）』で，「姉妹よ」という呼びかけも聖フラン
チェスコ的である。しかしダンヌンツィオの古典主義は，「ギリシア人」とギリシア神話の女神
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ぬだろう。／しかし野生の燕麦と／空色の矢車草と／燃えるような芥子が／私たちによっ




な場所を残しておくように」（FF: 653）と言う聖フランチェスコに似ている。第 1章 1節でダ
ンヌンツィオの好む「コントラストによる美的効果」を指摘したが，ここではそれだけではな
く，慎ましく目立たないものに対する共感という宗教的思想の深まりが感じられる 20）。













から，私の心は君と会話した。［…］夕暮れにいつも私は，穏やかになった ‘ 山々 ’ を前に
して休息を取り，限りない感謝の祈りを ‘ 自然 ’ に捧げる。［…］君だけがこの私の純粋な
（pura）作品の意味を理解できるだろう。（LC: 30）
コンティは 1897 年 9 月のアッシージ体験の同行者であり，ヴェルナ山を訪問したダンヌンツィ
オは他ならぬ彼のことを思い出す。そして彼だけが，聖フランチェスコの精神が浸透した「純
粋な」作品を理解できると考える。聖人を強く意識した『支流』を書きながら，ダンヌンツィ
オは前出（第 1章 3節）のアッシージのテーショ川を思い出したに違いない。1902 年 12 月 1 日
の《ヌオーヴァ・アントロジーア》誌に掲載されたソネット『アッシージ（Assisi）』（『エーレ
クトラー』の『沈黙の町（Le città del silenzio）』の一つ）でも，激しい欲求と穏やかな安らぎ
が対比される。
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詩なのである。詩と波，人間と自然が合一する神秘的な瞬間が終わり，詩人は「私の ‘ 長詩節 ’」
を讃えたと客観的に言う。これについて Pazzaglia（1974: 158）は，「『波』の終末部は［…］認
識に関する重要な到達点を示す。つまり，詩とは存在（essere）への参加であるだけではなく，
それを創出する唯一の現実のものでもある」と述べる。連続した 100 行と最後の 2行との間の
1行の空きは，詩の世界と現実の世界を分けるものと考えられる。現実の世界には厳然として
「私」がいるのに対して，詩の世界で「私」は消え去ってしまう。現実の世界で「私の ‘ 長詩節 ’」
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レに隠棲してからも詩人は聖人を意識し続け，自分のことを実在しない「第 4 会（Quarto 
Ordine）」のフランチェスコ会士だと，建築家で秘書のジャンカルロ・マローニ宛ての手紙（1926
















































ルネスト・モーナチ（1844-1918）による『初期イタリア文献選集（Crestomazia italiana dei primi 
secoli）』である（cfr. Monaci 1889）。本稿では，聖フランチェスコおよび『カンティコ』に関して，
FF，FS，ルゴフ 2010 を参照した。なお FFには，本稿で言及する『小さな花』と『完全の鏡』が
含まれている。
2） Cfr. Fortini 1963. ダンヌンツィオの全生涯における聖フランチェスコとの関わりを跡付けた 275
ページの著作。『ラウディ』については 3ページだけで，その大半は詩の引用である。アッシージ出
身の著者は市長となり，任期中にダンヌンツィオを名誉市民に推薦，1923 年 9 月 27 日の議会で認め
られた（cfr. Fortini 1963: 169）。
3） Cfr. Mariano 1978. 前半（39 ページ）は，第一次世界大戦後に構想されたが未完に終わったため内容
がほとんど知られていない『アジアの大天使（L’Arcangelo d’Asia）』（1922-3 年執筆）について論じ
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4） Cfr. Di Ciccia 1982. ダンヌンツィオによる聖フランチェスコの受容について，宗教的な観点から批判
する 12 ページの小論。「ダンヌンツィオにとって聖フランチェスコとの出会いは，調和の震えの中で
生じた，ほとんど身体的な次元のことである。風景の世界を目の前にしてのことであって，アッシー
ジの聖人の精神的な世界ではない」（Di Ciccia 1982: 74）という意見からも分かるように，ダンヌン
ツィオの宗教的ではない文学的な聖フランチェスコ像に対して，否定的である。『ラウディ』にも幾
らか言及しており，本稿の文学的な観点との比較のために，以降で何度か引用する。
5） Cfr. Oliva 1983. 聖フランチェスコの生誕 800 年を記念して 1893 年 5 月 13-16 日にアッシージで開催
された会議「20 世紀イタリア文学における聖フランチェスコとフランチェスコ主義」の論集（約 430
ページ）に含まれる 30 ページの論考で，ダンヌンツィオに 8ページ，パスコリに 9ページ，コンティ
に 7ページ，親ダンヌンツィオと反ダンヌンツィオに 6ページを充てている。「修道服とナイトガウ
ン（Il saio e la vestaglia）」という小題が付けられたダンヌンツィオの章では，聖フランチェスコを
通じて描かれる彼の禁欲と貪欲の二元論が通時的に分析される。






7） Cfr. T: 122-126.
8） 聖フランチェスコの肉体に関して，ダンヌンツィオによる理解が一面的であるとDi Ciccia（1982: 78）
は考え，「肉体に対してこの流血の戦いをする精神は，聖フランチェスコの中において “情熱的 ” で
はなかった。なぜなら，“肉体 ” は肯定的な展望の中に解き放たれていた，つまり平穏へと向けられ
ていたからである。事実，もはや “全てぼろぼろ ”になった “兄弟である ”肉体に対するアッシージ
の聖人の同情が知られている。［…］同情と理解が可能だったのは，恐るべきフランチェスコは自分
の肉体を “忠実な友 ”にしていたからだ」と述べる。
9） Cfr. FF: 804.
10） Cfr. Rom. II: 1186.
11） Cfr. PM: 270-1.















15） 具体的には，第 10，11 行に -ello，第 12，14 行に -ento，第 27，31 行に -ale，第 32，33 行に -ate と
いう完全韻があり，第 1，2行に -ore: -one，第 6，8，9行に -ole: -ore: -one，第 12，13，14 行に -ento: 
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-empo: -ento，第 18，19 行に -octe: -orte，第 20，21，22 行に -erra: -erna: -erba，第 23，24 行に -ore: 
-one，第 27，28，31 行に -ale: -are: -ale，第 29，30 行に -ali: -ati という母音韻があり（第 13，28 行の
母音韻は，完全韻との組み合わせ），第 3，4 行に -ano: -are，第 5，7 行に -ure: -ui，第 15，16 行に
-acqua: -asta，第 17 行に -ocu，第 25，26 行に -ace: -ati というアクセントの母音のみ共通の不完全母
音韻がある（第 17 行は，第 18，19 行との組み合わせ）。
16） この詩の脚韻配置は，ダンテ『新生』第 19 章の有名なカンツォーネ『愛の知を持つ婦人たちよ（Donne 
ch'avete intelletto d'amore）』と関連付けられる（cfr. Gavazzeni 1980: 31）。このカンツォーネでは，
愛の対象を得るのではなく，ただ讃えるだけで十分という「賞讃（loda）」のスタイルが用いられて
いる（cfr. 内田 2016: 224, 234）。『フィエーゾレの夕暮れ』でダンヌンツィオは，清新体のダンテと
聖フランチェスコの「讃歌（lauda）」を融合しようとしたと考えられる（cfr. Gibellini 1985: 114）。
17） Cfr. Tommaseo 1841: 13.























前を持たない。／［…］／私はもう人間の世界に名前も運命も／持たない。私の名前は／ ‘ 真昼 ’ だ。
全ての中に私は生きる，／ ‘ 死 ’ のように静かに」（Versi II: 486-7）。
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The influence of St. Francis on D’Annunzio’s Laudi:
The confluence of religious thought and literary form
Kenichi UCHIDA
Abstract
In the preface to Trionfo della morte (1894), D’Annunzio expresses his keen interest in old religious 
writings as psychological studies. In Le vergini delle rocce (1895), St. Francis, a supposed reincarnation of 
Christ, appears in the second part of the book.
The leading character, Claudio, against the depressive atmosphere of the Montaga family and the 
cold inertia of the monastery, praises freedom under the sun and love of nature, referring to the Saint’s 
Cantico di frate Sole and his legend I ﬁ oretti. In this romance, St. Francis seems to be a poet rather than 
a friar, reﬂ ecting the author.
In Il fuoco (1900), based on a real love story, the couple visits a Franciscan monastery. Foscarina 
(modelled on the actress Duse) feels the sense of freedom there and enjoys the surrounding nature 
absorbedly. She compares the poor but pure monastery with the greedy city. In contrast, Stelio 
(D’Annunzio’s alter ego) is not very attuned to the monastery, but he feels reverence for the Saint. This 
diﬀ erence in their attitudes was clear also during their real-life visit to Assisi in 1897.
The ﬁ rst ﬁ ve pieces of Laudi del cielo del mare della terra e degli eroi, published in a magazine in 
1899, repeat the words “lodare” and “lode”. The pieces have much in common with Cantico in terms of 
content and form. “I”, who belongs to the polytheistic world, praises nature itself as God. Some depictions 
of the transient beauty of nature are based on D’Annunzio’s actual experiences with Duse. In imitation 
of the primitive style of Cantico, the poet introduces irregularities (e. g. assonance) in Laudi and aims to 
express a new form of archaic music.
In 1900, D’Annunzio creates an elegant manuscript titled as Laus deae from some pieces of Laudi 
and gives it to Duse as a gift. After this, the subject of his poetry moves from medieval Christianity to 
ancient paganism. “I”, who harbours an insatiable desire, praises nature for its diversity and himself as 
being the center of the world. This arrogance is incompatible with the modesty of St. Francis. In the 
works written in the summer of 1902 while in Romena with Duse, the Franciscan motifs again increase. 
The usual classicism persists, but there are also signs of deep comprehension of the Saint’s thoughts. To 
be free from the conﬂ ict between seeking peace and egoistic desire, D’Annunzio attempts to get as close 
as possible to nature. As a result, he creates L’onda, a masterpiece in praise of pure nature.
Keywords: Christianity, religious literature, Aestheticism, rhyme, Decadentism

